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社長COOの富永満之です。

本日はご多用のなか、2025年度決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。

2025年は、アシックスにとって、業績・オペレーションの両面で、

確かな前進を実感できた一年となりました。

加えて、コーポレート分野においても、外部からの評価をいただく機会が増えるなど、

企業としての基盤強化が進んだ一年だったと受け止めています。

こうした結果は、社員一人ひとりの挑戦と実行力、お客様やビジネスパートナーをはじめとする、

社内外の多くの方々の支えによって実現したものだと感じています。

一方で、2026年は中期経営計画の最終年度であり、次の成長ステージを見据え、

これまでの取り組みを確かな形にしていく、非常に重要な一年です。

本日は、これら2025年通期の結果を振り返るとともに、中期経営計画の最終年度となる

2026年に向けた考え方について、皆さまと共有させていただきます。

改めてよろしくお願いいたします。
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はじめに、アシックスにとっての2025年を、具体的に振り返りたいと思います。

まず業績面では、５年連続で増収増益を達成しました。

後ほど詳細な説明がありますが、コア事業であるパフォーマンスランニングに加え、

スポーツスタイルも引き続き大きく成長しました。パフォーマンスランニングでは、大型商品のローンチを

複数実施、アシックスのイノベーション力を発揮することができました。

オニツカタイガーも好調が続いています。バルセロナ、ロンドン、パリの目抜き通りに大型の直営店を出店し、

日本発のラグジュアリーライフスタイルブランドの確立に向けて欧州での拡大戦略に踏み切りました。

2025年は「Year of JAPAN」を掲げ、「東京2025世界陸上」、

「第25回夏季デフリンピック競技大会 東京2025」などを通じて、

日本国内はもちろん、日本発でアシックスブランドを高めていく重要な足がかりを作ることができました。

世界各地でレース登録サービスを展開しランナーとの接点を拡充してきましたが、

タイとスペインのレース登録会社に新たにグループ入りしてもらうことも決まり

ランニングエコシステムの更なる拡大に向けた布石を打てました。

資本市場に真正面から向き合う「ガチンコ経営」のもと、100社を超える株主と個別の議論をさせて頂いた

上で、「一般財団法人ASICS Foundation」を設立。早速活動を開始しました。

創業哲学に基づく、長期的な企業価値創造に向けた大きな一歩を踏み出しました。

このように、2025年は、好調な業績もさることながら、

将来の飛躍の基盤作りができた1年であったとも考えます。

こちらに示しておりますが、さまざまな栄誉ある外部評価も頂きました。

しかし、決してこれに慢心せずに、2026年もペースダウンすることなく、走り続けます。

是非、これからのアシックスにもご期待ください。
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こちらは連結の損益計算書となります。

詳細は次ページにてご説明いたします。
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202５年度の決算サマリーです。

売上高は8,109億円と、初めて8,000億円の大台を突破。

営業利益は1,425億円となり、売上・営業利益ともに4年連続で過去最高を更新しました。

粗利益率は、前期比1ポイント改善の56.8%。

営業利益率も17.6%と前期から大きく伸長しています。

なお、第4四半期3か月期間の営業利益は149億円で、

前年同期比約７４％のプラスとなりました。

カテゴリー別では、パフォーマンスランニングは高付加価値商品にフォーカスしたことで

プラス１１％を超える増収。

好調なスポーツスタイル及びオニツカタイガーは、

全地域で成長し、４0%を超える大幅増収となりました。

いずれも高い水準でカテゴリー利益率が推移しており、

パフォーマンスランニングは約２４％、スポーツスタイルは約３０％、

オニツカタイガーでは約３８％となっております。
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地域ごとの業績です。

全地域において増収増益を達成しました。

特に、インバウンドが好調なアシックスジャパンや、

スポーツスタイルが大幅増収となった欧州において

営業利益率がさらに伸長しました。

次に、在庫効率です。

２０２６年春夏商品の好調な受注に対して、第４四半期に在庫を積み増したものの、

平均棚卸資産回転期間は前期末比で１日増加の１５２日に抑制できました。

発注管理強化など在庫効率を上げる取組みに引き続き注力していきます。

最後に、株主還元についてです。

２０２５年の期末配当は開示予想通り１６円、年間では２８円となります。

２０２６年の年間配当は過去最高の増配額となる１０円プラスの３８円を予想しています。
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202６年度の連結業績予想です。

売上高は9,500億円、営業利益は1,710億円で、

いずれも過去最高を更新する見込みです。

営業利益率もさらに良化し、18％を予想しています。
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続いて、トップアスリートの活躍とアシックスのサポートの取組みについてご紹介します。

直近では、昨年１２月にスペイン・バレンシアで開催されたマラソン大会において、

男女ともに、アシックスのサポート選手が好記録で優勝を飾りました。

また、国内では、新年の駅伝大会でMETASPEEDを着用した選手たちが活躍しました。

2026年以降は、世界で戦うトップアスリートのサポートをより一層強化していきます。
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デジタルに関する取組みです。

EC売上高及びアシックス独自の会員プログラムであるOneASICSの会員数は、

スライド左側にお示しした通り、順調に増加しています。

グローバルに広がるレース登録会社を通じて、

アシックスならではのランニング体験を提供し

ブランド体験価値の向上を図ってまいります。

日本では、昨年開催された「富士山マラソン2025」において、

グループ会社のアールビーズが海外ランナー向けの様々なサービスを提供するなど、

着実に取組み事例が増えてきています。
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2026年は、「Year of ASIA」を掲げています。

今年開催される愛知・名古屋２０２６大会のモメンタムも活用しながら、

アジアでの更なるブランド向上に力を尽くします。

特に、昨今ランニング市場が急拡大している東南・南アジアにおいて、

より一層成長を加速させ、

各国での売上高100ミリオンドルの早期達成を目指します。
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202４年から本格的に着手したサプライチェーン改革の進捗をご報告します。

2025年は、製品ライフサイクルにあわせた発注・在庫管理の強化や、

計画精度を上げる取組みを進め、

ブランド毀損につながる余剰在庫と販売機会ロス防止に取組みました。

2026年は、年間を通じて安定供給できる体制を更に強化し、

地域間で異なる業務プロセスをグローバルで統一していきます。
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日本地域におけるインバウンド売上の状況についてご説明します。

2025年のインバウンド売上は前期比プラス84%となりました。

顧客の地域分布の多様化が進み、特に米国は前年の約３倍にまで拡大しました。

1月のインバウンド売上も好調に推移しています。

アシックスは2025年を通じて、中期経営計画のもとで進めてきた取組みを、

着実に前進させてきました。

一方で、2026年は、これまでの成長を土台としながら、アシックスが業界の一歩先を行く存在、

“Ahead of the Game” として、革新をリードしていくフェーズに入る一年だと考えています。

現在、私たちは2035年を見据えたビジョンについて、経営として議論を重ね、

策定を進めています。

この長期ビジョンを起点に、次期中期経営計画を固め、

2026年第4四半期に発表させていただく予定です。

変化のスピードが速い環境のなかで、次のアシックスの成長ステージに挑戦できることを、

社長として大変ワクワクしながら捉えています。

私からの説明は以上です。続いて、小林より決算の詳細について説明します。
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小林でございます。

概要については、後ほど、ご覧いただければと思います。
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こちらは連結損益計算書となります。

連結売上高は、過去最高の８,１０９億円と、前期比1,３２４億円の増収、

営業利益は１,４２５億円で前期比424億円の増益でした。

売上総利益率は、仕入為替の悪化や米国関税の影響があったものの、

高付加価値製品への注力などが奏功し、

前期比１ポイントプラスの5６.8%となりました。
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次に、直近３ヶ月期間の損益の状況です。

売上高は、全カテゴリーで好調に推移し、前年同期比で3２８億円の増収。

2１%のプラス成長となり、為替影響を除くと約16％の増収でした。

営業利益は１４９億円で63億円の増益。

第４四半期については2024年に黒字化しましたが、更に改善しています。
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販管費の状況です。

販管費率は３９．２%となりました。

計画対比では、増収に加え、コスト削減の取組みによる荷造運搬費の減少等により

販管費率は低下しました。

また、前期比でも、プロフィットシェア等の人的資本投資の強化や、

デジタルマーケティング施策等の広告宣伝費の増加があったものの、

コストコントロールの取組みも奏功し、販管費比率は良化しております。
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カテゴリー別売上高です。

パフォーマンスランニングでは、

戦略的な絞込みを行いつつ、高付加価値商品にフォーカスし、

二桁の増収となりました。

また、スポーツスタイル、オニツカタイガーは４0%を超える大幅増収となり、

強いモメンタムを継続しています。
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カテゴリー別の営業利益内訳です。

全カテゴリーで増益。カテゴリー利益率も良化しています。

特にスポーツスタイル、オニツカタイガーは50％を超える大幅増益となり、

かつ高い利益率を維持しています。

カテゴリーごとの詳細については後程ご説明します。
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本社経費をはじめとするカテゴリー外コストについては、

５．７％の増加となっており、

増収率１９．４％の範囲内でコントロールしています。
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パフォーマンスランニングです。

売上高は3,6３５億円で、前期比１１％プラスの増収となりました。

アシックスジャパン、東南・南アジアで４０％を超える成長。

北米では戦略的な絞り込みをおこなっているものの、

注力しているランニング専門店向けの売上は約２４％増加しました。

粗利益率は、高付加価値商品へのフォーカスにより、０.6ポイント良化の53.６%。

その結果、カテゴリー利益は８６０億円で1５３億円の増益、

カテゴリー利益率も23.7%と大幅に良化しました。
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パフォーマンスランニングの商品ラインナップをご覧ください。

特に、中央のBOUNCEモデルが好調で、カテゴリーの成長をけん引しています。

主要マラソン大会でのシェアNo.1獲得という目標に向け、

SPEED・BOUNCEモデルの強化と、積極的なマーケティングを展開していきます。

また、TRAIL・CUSHION・STABILITYモデルについても製品イノベーションを推進します。
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コアパフォーマンススポーツです。

売上高は８6０億円で、前期比で約９％の増収となりました。

アシックスジャパンにおけるスクール事業の縮小等があったものの、

グローバルでテニス、バレーボールなどが伸長。

カテゴリー利益についても、増収及び粗利益率の改善により増益となりました。

インドアスポーツを次の成長カテゴリーと位置づけ、

バレーボールは米国を中心としたグローバル市場で、

バドミントンは東南アジアで売上拡大を図ります。
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アパレル・エクィップメントです。

ランニングアパレルが好調な欧州に加え、

中華圏、オセアニア、東南・南アジアでも増収となり、

全体で前期比１０％プラスの成長となりました。

アシックスジャパンにおけるスクール事業等の縮小により

粗利益率は１．９ポイント良化し、５４．２％。

カテゴリー利益率も１４%を超え、収益性が着実に高まっています。
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スポーツスタイルです。

売上高は全地域で増加し、全体で１,４１３億円、４０％を超えるプラス成長となりました。

粗利益率は、ホールセール比率が上がったことで、

前期比０．８ポイントマイナスの５０．７％となったものの、

カテゴリー利益率は２９．３％となり前期より良化しています。
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スポーツスタイルのプロダクトポートフォリオです。

中央のVINTAGE TECH、続いてその左側のMODERNサイロが好調を維持し、

カテゴリーの成長をけん引しています。
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オニツカタイガーです。

売上高は前期比プラス４０％超の１,３６５億円でした。

インバウンドが好調な日本をはじめとして、全地域で２桁以上の増収となっています。

粗利益率は７４．６％と前年からさらに良化。

カテゴリー利益率は３７．７％で、全カテゴリーで最も高い利益率となっています。
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こちらは、２０２５年に欧州で新規オープンした店舗です。

２０２６年も、このようなフラッグシップストアを大都市に出店していく予定です。

１月には「オニツカイノベーティブファクトリー」を鳥取県に開設、

プロダクト価値の追求と、更なるブランド価値の向上を図ります。
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地域別売上高です。

全地域で増収となりました。

アシックスジャパンは、

インバウンドが好調なオニツカタイガー、パフォーマンスランニングが牽引し、

前期比約３５％の増収。

北米は、不採算店舗の閉鎖や販売商品の絞り込みを行いながらも、

スポーツスタイルが５０％を超える増収となり、

全体で５．８％のプラス成長となりました。

欧州は、堅調なパフォーマンスランニングに加え、

スポーツスタイルが大きく伸び、全体で２２％の増収。

中華圏は、ローカル需要を捉える商品が引き続き好調で

為替影響除きで２０％を超える増収となりました。

東南・南アジアも３０％以上の大幅成長となっています。
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連結営業利益を地域別にお示ししています。

ご覧の通り全地域で増益となりました。

アシックスジャパンは、主にオニツカタイガーの売上増により

営業利益率が３０％に達しました。

北米では関税の影響があるものの、

スポーツスタイルの増収や、リテール及びECの収益性改善などにより

営業利益率は１１.３％に良化。

現在の北米セグメントでの開示が始まった２０１９年以降で初めて二桁となりました。

欧州は、増収に加え、販売価格適正化などが奏功し、

営業利益率は前期より２.2ポイントプラスの１６．３％となりました。

中華圏でも、販売価格適正化やDTC比率の向上による粗利益率の改善もあり、

営業利益率は１．６ポイントプラスの２０．８％となりました。
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チャネル別売上高です。

全チャネルで増収となっています。

ホールセールは、北米、欧州、東南・南アジアで大きく増加し

全体で２０％近く成長しました。

リテールは、インバウンドが好調なアシックスジャパンに加え、

欧州、中華圏で増収となり、約30％のプラス。

営業利益率は２４％で、前期より大きく良化しました。

ECは戦略的な絞り込みを行っている北米を除くと約２６％の成長となっており、

EC全体の営業利益率も５ポイント以上改善し、１８．９％となりました。
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１月の連結の売上速報値です。

単月として過去最高の９９７億円となりました。

全カテゴリー、全地域での増収が続いています。

インバウンドについては、先ほど富永よりご説明した通り好調に推移しています。
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バランスシートの状況です。

棚卸資産は翌シーズンに向けた在庫の積み増しにより、

為替影響を除いて３１９億円増加しました。

昨年２回にわたる500億円の自己株式取得を実行した一方で、

純利益の順調な積上げにより、

自己資本比率は前期比１．４ポイント上昇しました。
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連結営業キャッシュフローです。

好調な業績を受け、

営業キャッシュフローは２年連続で１,０００億円の大台を突破しました。
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カテゴリー別・主要地域別DIOです。

カテゴリー別では、前期末と同水準となったアパレルを除き

すべてのカテゴリーで良化しています。

地域別では、オニツカタイガーが好調なアシックスジャパンにおいて長期化した一方、

米国、欧州では良化しました。
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ROAです。

売上総利益率の改善に加え、販管費率の低下により利益率が向上。

資産効率も良化した結果、ROAは17.９%と大きく上昇しました。
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2026年度の連結業績予想です。

こちらは先ほど富永からご説明した通りです。
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こちらのグラフは、連結営業利益について

202５年実績から2026年予想への要素別の増減内訳をお示しています。

粗利益率は、前年比０．３ポイントプラスの５７．１％。

米国関税の影響を、各地域での販売価格の適正化で吸収。

販売増とあわせて、増益となる見込みです。
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こちらは、カテゴリー別の増減要因をお示ししています。

ご覧の通り、パフォーマンスランニングとスポーツスタイルが

増益のメインドライバーとなる見込みです。
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2026年度の販管費予想です。

前年比で529億円増の3,710億円を見込みます。

主に、人的資本投資の強化に加え、

広告宣伝費および売上変動費の増加を織り込んでいます。

販管費率は３９．１％で、昨年に続き40％を下回る見通しです。
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こちらは、IRカレンダーです。

後続のページでは、無形資産、ESGに関する取組みなどをご紹介しています。

お時間のある際にぜひご覧ください。

私からのご説明は以上となります。

ご清聴いただき、ありがとうございました。
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https://corp.asics.com/jp/investor_relations/individual_investor/event
https://assets.asics.com/system/media_libraries/24642/file.pdf
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